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松阪市交通安全対策委員会の結果報告について 

 

開催日時：平成２９年７月１３日（木）午前１０時から午前１１時１５分まで 

開催場所：橋西地区市民センター １階大会議室 

出席委員：２０名参加（内代理出席３名） 

 

１ 開 会 

  

２ 委嘱状の交付 

  市長より委員に対し、委嘱状を交付。 

 

３ あいさつ 

  ○松阪市長 

・昨年松阪市で交通事故により亡くなった方は１０名。全国ではワース 

ト２１位、上位を脱却できない状況が続いている。 

・今年は、２名死亡している。各委員には各団体の代表としてこれ以上 

事故を起こさないため、積極的な議論をお願いしたい。 

   

○松阪警察署長 

・昨日現在、三重県での交通事故死者数は４２名、前年比－１３名。 

・松阪署管内では、昨日現在４名が死亡している。前年比は－４名。松 

阪市では２名が死亡、前年比は－２名。 

・交通事故を防ぐには警察の取り締まりだけでは足りない、それぞれの 

立場での御協力をいただき、死者を一人でも減らしたい。 

 

４ 委員長、副委員長の選任及び幹事、書記の任命について 

  ○委員長、副委員長の選任について 

   委員長、副委員長を事務局より提案し、承認された。 

  〇幹事、書記の任命について 

   幹事、書記を指名。 

  〇委員長あいさつ 

・この委員会は、松阪市の交通安全に関する対策等を調査、審議する機 

関である。 

・基本的に年１回の開催である。委員の皆様には、交通安全に関するこ 

とについて積極的に御協議いただきたい。 

・各団体においても、交通事故の状況を厳しく受け止め、交通事故防止 

に努めていただきたい。 

 

５ 交通概況について 

  〇松阪警察署交通官より説明 

・昨年松阪署管内における交通事故死者数は１３名。 



・今年は、松阪署管内では４名が死亡。松阪市では本年の死者数は２名。 

・松阪市の交通事故の発生状況を見ると、総事故件数が２，６８３件で、 

前年よりも９７件増加している。 

 

６ 協議事項 

  市の交通安全対策について説明。 

 

  【質疑応答】 

（質疑）委員長 

   ・県の対策についても説明をお願いしたい。 

 

（応答）松阪地域防災総合事務所地域調整防災室総務生活課長 

   ・交通安全意識とマナーの向上に向けた啓発協議、飲酒運転の撲滅、安 

全で快適な交通環境の整備についての取り組みを県全体で進めている。 

・春、夏、秋、年末の交通安全運動を実施、現在は、夏の交通安全県民 

運動に取り組んでいる。 

・県松阪庁舎職員交通安全ボランティア活動として、毎月１１日啓発活 

動を行っている。 

・交通安全シルバーリーダー育成研修を実施している。平成２８年度は 

松和自動車学校で実施。松阪市からは、松阪市自治会連合会より２名、 

松阪市老人クラブ連合会飯南支部から６名の８名が受講。 

・県職員に対する交通安全研修を３回実施。 

・無事故無違反チャレンジ１２３事業を実施。 

・交通安全カルタ作成。児童や高齢者に対する啓発。 

・交通安全あんなびカルタは、今年度７月１日より、松阪市社会福祉協 

議会へ６セット貸し出しているので、活用していただきたい。 

   

（質疑）委員 

   ・ゾーン３０について。現在どの地区にあるのか。 

・今後増やしていく予はあるのか。 

・実際効果が上がっているのかどうか。 

 

   

（応答）松阪警察署交通官 

   ・松阪署管内では、松阪城エリア、第三小学校エリア、幸小学校エリア、 

垣鼻東、垣鼻西エリアの５地区を指定している。 

・今後、指定して交通事故防止を図る必要があるエリアがあれば、拡大 

も含め検討していく。 

・効果について、垣鼻東、垣鼻西地区で実証を行った結果、制定前と比 

べ概ね３～４km／h平均速度抑止に繋がっていた。 

 



（質疑）委員 

   ・スケアードストレート方式の交通安全教室とはどのようなものか。 

 

（応答）地域安全対策課交通安全対策係長 

・スタントマンにより交通事故を再現し、直接見せることで事故の恐ろ 

しさを実感させ、中学生の交通安全意識を高める教育。 

 

（質疑）委員 

・交通ルールに対する子供たちの認識について、きちんと理解できてい 

るのか、周りにつられているだけなのか。 

 

（応答）委員 

・子供たちが、やがて交通社会人になる前段階として身に付くまで教え 

ることが重要。 

・子供たちに教えるために、子供が興味を持つような教材を作成。 

・保護者の意識がまだまだ低い。子供たちには、交通安全意識が根付い 

ていると感じる。 

 

（応答）委員 

・子供たちは散歩の際にも実際の道できちんと止まって周りを見ること 

ができている。 

・日々の繰り返しの中で身に付いていくことだと考える。 

・保護者の意識についても、日々の繰り返しの中で変わってきている。 

 

７ その他 

  事務局より対策委員会は基本的に年１回の開催であること、死亡事故が多 

発した際には臨時で開催されることを連絡。 

 

８ 閉 会 


